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テーマ 

支援の目的 

「見通しコーナー」 

数字に親しむことができるようにする。 

見通しをもつことができるようにする。 

使用方法 

登校後、自分の学習用具を整えた後、日にち・曜日等意識できるコー

ナーで、各自確認させる。また、学習の時間等も、「はじめ」「おわり」

「かたづけ」を時計に張り、見通しをもって活動させる。   

＜各自の一日の予定表のほかに、一人一人のコーナーを確保＞ 

 

写 真 

 

 

 

★朝の準備が終わったら 

① 日めくりをめくる。自分で日付を書く。 

② カレンダーの今日の日にちのところに、がんばったことを認めて

シールを貼る。 

③ 一週間の曜日の表に「きょう」「あした」の磁石を貼る。 

 

★放課の時間や作業終了の時間等が見て分かるように時計の数字に「は

じめ」「かたづけ」「おわり」の磁石を貼って、時計が読めなくても時間

を意識できるようにする。 

 

【問い合わせ】 特別支援教育相談研究室 ０５６１－３８－９５１７ 


